

１　ある町に住む小学生の男子426人について、体重を調べました。もっとも軽い児童は
34.5㎏、もっとも重い児童は59.3㎏、全体の平均値は49.2㎏でした。

よしみさんは乱数表を使って、「5個の標本を選んで、標本平均をつくった場合」と、
「20個の標本を選んで、標本平均をつくった場合」をそれぞれ10回ずつ算出し、表に
まとめました。それが下の表-1です。それをもとに、次は全体の平均とそれぞれの標本
平均との差を、表にまとめる作業に移りました。表-2はそのために準備した表です。

　　下の各問いに答えなさい。
　　

表-1 「5個の標本からつくった標本平均」と｢20個の標本からつくった標本平均｣の表
	回
	(1)
	(2)
	(3)
	(4)
	(5)
	(6)
	(7)
	(8)
	(9)
	(10)

	5個
	48.9
	54.2
	48.1
	45.6
	44.3
	48.7
	50.5
	49.8
	51.5
	51.4

	20個
	50.2
	49.4
	48.9
	49.1
	48.3
	50.3
	48.8
	49.8
	49.4
	49.8


表-2 　全体の平均（49.2kg）と標本平均との差
◆5個の標本からつくった標本平均の場合
	回
	(1)
	(2)
	(3)
	(4)
	(5)
	(6)
	(7)
	(8)
	(9)
	(10)

	標本平均
	48.9
	54.2
	48.1
	45.6
	44.3
	48.7
	50.5
	49.8
	51.5
	51.4

	差
	－0.3
	
	
	
	
	
	
	
	
	


◆20個の標本からつくった標本平均の場合
	回
	(1)
	(2)
	(3)
	(4)
	(5)
	(6)
	(7)
	(8)
	(9)
	(10)

	標本平均
	50.2
	49.4
	48.9
	49.1
	48.3
	50.3
	48.8
	49.2
	49.0
	49.8

	差
	＋1.0
	
	
	
	
	
	
	
	
	



(1)　表-2の空らんをうめなさい。

　(2)　表-2から、2つの場合を比べて、考えられることは何ですか。

【領域】資料の活用　　　　【単元】標本調査

【趣旨】母集団から無作為抽出により標本を抽出することと，標本から母集団の傾向を推
定できるかどうかをみる

【観点】数学的な見方や考え方

【解答】

(1)　◆5個の標本からつくった標本平均の場合
	回
	(1)
	(2)
	(3)
	(4)
	(5)
	(6)
	(7)
	(8)
	(9)
	(10)

	標本平均
	48.9
	54.2
	48.1
	45.6
	44.3
	48.7
	50.5
	49.8
	51.5
	51.4

	差
	－0.3
	＋5.0
	－1.1
	－3.6
	－4.9
	－0.5
	＋1.3
	＋0.6
	＋2.3
	＋2.2


    　　◆20個の標本からつくった標本平均の場合
	回
	(1)
	(2)
	(3)
	(4)
	(5)
	(6)
	(7)
	(8)
	(9)
	(10)

	標本平均
	50.2
	49.4
	48.9
	49.1
	48.3
	50.3
	48.8
	49.2
	49.0
	49.8

	差
	＋1.0
	＋0.2
	－0.3
	－0.1
	－0.9
	＋1.1
	－0.4
	0
	－0.2
	＋0.6


(2)　＜解答例＞
◎標本平均のばらつきは、5個の標本からつくった方が大きい。
【解説】標本平均のばらつきに注目すると、5個の場合は－4.9から5.0までありその幅は9.9あるのに
対して、20個の場合は、－0.9から1.1まででその幅は2.0である。
◎標本の個数が多いほうが、全体の平均に近い値をとる。

【解説】1回ずつの標本平均に注目すると、5個の場合に比べて20個の場合は、平均値との差が少ない。
5個の場合は全部で延べ50個、20個の場合は延べ200個の標本を調査したことになる。
◎10個の標本平均を10回とれば、全体平均との差はほとんどないと考えられる。

【解説】5個の場合の10回の差を全部たせば、＋1.0。これを10で割ると+0.1なので平均値は49.3。

　　　　同様に20個の場合は、－0.02となり、平均値は49.18。従って小数第1位までを有効とする
ならば、10個の標本平均を10回（延べ標本数100）とれば、充分に満足のいく結果が得られ
るものと考えられる。

２　箱の中に白玉がたくさん入れてあります。この中へ白玉と同じ大きさの赤玉を100個入れて、よくかきまぜます。この箱のなかから無作為に玉を20個とり出し、赤と白の数をかぞえて、もとへもどします。この操作を6回行って、次のような結果を得ました。はじめ、箱の中にあった白玉は、およそ何個くらいと推定できますか。また、考え方もかきなさい。
	回
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	白玉
	17
	16
	17
	15
	16
	16

	赤玉
	3
	4
	3
	5
	4
	4



【領域】資料の活用　　　　【単元】標本調査

【趣旨】母集団から無作為抽出により標本を抽出することと，標本から母集団の傾向を推
定できるかどうかをみる

【観点】数学的な見方や考え方

【解答】白玉の数は、およそ400個と推定できる。
　― 考え方 ―

 各回の赤玉の割合を求めると、
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　なので、

6回の平均をとると、
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だから、白玉と赤玉の割合は、0.808：0.192　≒　4：1　くらいと考えられる。
すると、白玉の数は、100個×４＝400個　と推定できる。

※　この問題では、割合を算出したのち、その割合を用いて個数を推量します

３　次の表は、ある国の国勢調査で、就業者を産業別に分類したときの全体の集計と、1％の標本をつくったときの集計を、その人数の多いほうから順に並べた表の一部です。
必要に応じて電卓を使用しても構いません。
	産　業
	全数（人）
	抽出（人）

	農　　　業
	11,695,000
	114,985

	漁　　　業
	10,796,000
	108,486

	小　売　業
	（　ア　）
	85,902

	サービス業
	6,178,000
	63,040

	建　設　業
	3,429,000
	（　イ　)

	運輸・通信業
	2,910,000
	28,731

	………
	………
	………

	計
	45,016,000
	450,364


(1)　（ア）はおよそ何人と推定されますか。
　　1000人単位で答えなさい。
　(2)　（イ）はおよそ何人と推定されますか。100人単位で答えなさい。

【領域】資料の活用　　　　【単元】標本調査

【趣旨】母集団から無作為抽出により標本を抽出することと，標本から母集団の傾向を推
定できるかどうかをみる

【観点】数学的な見方や考え方

【解答】(1)  およそ8,586,000人　　　(2)  およそ34,300人
　― 考え方 ―

(1)　母集団に対する標本の大きさの割合をもとに算出する
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(2)　母集団に対する標本の大きさの割合をもとに算出する
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【中学校数学・単元別問題】
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